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ご卒業おめでとうございます

３月２日（月）、令和元年度卒業式が挙行され、
全日制197名、定時制15名が卒業し、本校の卒業生
総数は26,027名となります。今年度の卒業式は、
新型コロナウイルス感染症予防の観点から、在校
生は参加しない、卒業生の呼名を行わないなどの
対応を行いました。このような状況ですが、卒業
生がさまざまな困難にも負けず、未来を切り拓い
てくれることを祈ります。
卒業式に先立ち、２月２８日（金）に、学校長

賞、学業賞、特別活動賞、精励賞（皆勤・精勤）
等の表彰式が行われました。
また、文武両道奨励賞（ＰＴＡ会長賞）の受賞

者７名が樋口貴則ＰＴＡ会長より表彰されまし
た。受賞者に対して、「勉強ができて、スポーツが
できて、すばらしい」とお褒めのお言葉も頂きま
した。

＜表彰式で樋口貴則ＰＴＡ会長より授与＞

表彰式の後、同窓会入会式が行われました。飯
塚武暉君による入会の誓いを受け、佐藤務同窓会
会長より同窓会の活動、特に、２０支部の支部活
動の紹介があり、入会を歓迎するお言葉をいただ
きました。また、同窓生でもある軽部校長からも、
卒業後も同窓生として本校の活動に協力してほし
いとの挨拶がありました。

＜同窓会入会式 飯塚君による入会の誓い＞

３学年担任より卒業生へ

第３学年主任 ３年１組 担任 小林 浩二

３年生の皆さん。卒業おめでとう。まだ進路が決定し

ていない生徒もいるとは思いますが、今はこの真岡高校

という伝統校での学びを終え、新しい挑戦を始める皆さ

んと共に卒業を祝いたいと思います。

皆さんはペイフォワードという映画を知っていますか。

2000年米国、ハーレイ・ジョエル・オスメントが主演で

した。皆さんが産まれる少し前の映画で、当然知らない

人が多いと思います。ある日、担任の先生が子供たちに

質問します。「もし君たちが世界を変えたいと思ったら何

をする」。主人公の少年は自分が３人に親切をして、その

３人は必ず主人公の少年とは別の３人に親切をするとい

う「ペイフォワード」を提案し実行していきます。瞬く

間にこの親切の連鎖は広がり、社会が変わり始めるとい

う物語です。ｎ回目までの「ペイフォワード」で親切を

受ける人の総数は等比数列の和で計算できます。何回も

「ペイフォワード」を受けてしまう人の数を無視すれば

日本の人口である1億2601万人を超えるには、たった17回

の「ペイフォワード」を続ければ良いことになります。

映画の後半では「ペイフォワード」の広がりに勇気をも

らった少年が、ほんの少しの勇気をもつことの大切さを

訴えます。そして自身の勇気ある行動がきっかけとなり

亡くなってしまいます。しかし少年の亡き後も、彼が社

会にもたらした価値観の小さな変化は世界中に広がり、

永遠に続いていくのだと、彼を弔う無数のろうそくの焔

が表現している様に思えます。

世界には～ファーストの名の下、過度な優先主義が溢

れ、自分さえよければ、自分の周りさえ良ければという

考え方が広がりを見せています。また、気候変動や人口

減少、ＡＩの発展による失業率の増加予測。先の見通し

がつけにくい変化の激しい時代に普遍的な価値を与える

のは、まさしく至誠惻怛なのだと思います。正しいこと

を貫こうとする至誠。いたみ悲しむ心である惻怛。少年

の提案した勇気ある親切。

卒業生の皆さん。ほんの少しの勇気をもって、この普

遍的な価値を次の時代に繋ぎ、今日よりもさらに温かみ

のある新しい明日を創って下さい。それは必ず次の時代

へと受け継がれ、いつか自分の周りに還ってくるのだと

思います。その手始めとして、今日は皆さんの成長を支

えてくれた家族に「ありがとう」を伝えて下さい。「ペイ

フォワード」の約束なしにも、きっと次の誰かに繋がる

のだと思います。

３年２組 担任 雫 晃

この高校三年間を振り返ると、どうだった？ それぞ

れにたくさんの思い出があるはずだが、その中で皆に共

通することは「あっという間だった」ということだろう。

そう感じる理由は、それぞれが精一杯何かに打ち込み、

頑張ってきたからに他ならない。結果の成否はある。し

かしそれを超え、その過程から得たものは君達を大きく

成長させた。そんな自分をきちんと認めて欲しい。

そして、その成長は自分一人でできたものだろうか？



それは到底不可能であり、友人、先輩後輩、教員、周

囲の支援や協力があって初めて成し遂げられたものであ

ろう。特に、自分の保護者がその成長に無くては成らな

い存在だった。卒業を機に親元を離れる者も多く、物理

的にも精神的にもより自立が始まるタイミングでもある。

だからこそ君達が、保護者を始め、お世話になった方々

に自分の言葉で感謝を伝えて欲しい。

これから君達は進学し、社会人となり、新しい出会い

を通じて多くの人と関係を持っていく。是非その中で、

君達が成長する過程で誰かから受けた支援や協力を、他

の誰かに繋げて欲しい。そして、皆で豊かな社会を築き

上げていこう。

今日は卒業おめでとう。君達の著しい成長が見られた

この高校時代を、共に過ごせて楽しかった。ありがとう。

３年３組 担任 大山 健司

みなさん御卒業おめでとうございます。

振り返ればあっという間の三年間であったのではない

でしょうか。光陰矢の如しとはいいますが私自身これほ

ど時が流れるのを速く感じたのは初めてかも知れません。

いかに密度の濃い時間であったということですね。みな

さんもそれぞれに為すべき事を抱えながら勉学に部活動

に、時に学校行事に忙しく過ごしてきたことと思います。

そんな君たちに私は「為すべきを為せ」を便利な言葉と

してよく使いました。振り返ってみると雑な扱い方でし

たがこの言葉、実は大切なものだと思っています。自分

が何者なのか、あるいは自分が何者になりたいのか。そ

れがきちんとわかっていないと「為すべき」は見えてき

ません。また、わかっている程度によっても為すべき内

容が変わることでしょう。そして盛んに命を輝かせてま

さに今、大きく逞しくなっている君たちにこそ「為すべ

き」を思って欲しいのです。山月記の李徴ではありませ

んが、人生は短く、その間に為せることは限られていま

す。あなたの人生を輝かせるために何が本当に必要な事

かを考えて、自分の人生を自分で切り開いたと言えるよ

うに、どうぞ自分の「為すべき」を見極めながら歩んで

ください。

３年４組 担任 福田 裕子

卒業おめでとうございます。節目にあたり、僭越とは

思いましたが、真高の基本精神「至誠」について、私な

りに考えたことを書きたいと思いました。

私が「至誠」という言葉と「人を欺かず、また己を欺

かず、自己の良心を尊び、その善を信ずることは必ず実

行することに努力し、…。」の一文を知ったのは本校に赴

任してからです。職業柄、多くの校訓に出会いましたが、

これほど自分自身のありように深く問いかけてくる言葉

は初めてでした。年齢性別を超えて純粋性を問いかけて

くる、厳しい言葉だと思いました。以来、実行するのは

至難ですが、折に触れて呼び起こす言葉となりました。

では「善」とは何でしょうか。以前教材の関連でフラン

クル著「夜と霧」を紹介したことがあったと思います。

その中で彼は「人間らしさとは善と悪の合金」で、ナチ

ス側の迫害者も普通の人間であったと書いています。誰

もが迫害者になりうること、自分を絶対的に善だと信じ

ることが狂気になりうること、そしてこうしたことは、

いつどこでも起こりうることも示唆しています。実際、「正

しい」「善」と信じたことが時に独善となることは身近な

ところにもあるように思います。

誰もが「至誠」のような生き方を望んでいると思いま

す。私もそうだし、真高で学んだ皆さんも勿論そうあっ

てほしい。ただその中で「善」が何かについては常に反

芻する必要があると思うのです。理解しやすい情報の中

に安住するのではなく、耳目、心を広く開き自問を繰り

返す。「至誠」を知る真高生だからこそそれができるし、

その上で「善」を実行する、そんなリーダーになってほ

しいと願うのです。

最後になりますが、担任として、これほど楽しい３年

間はありませんでした。この出会いに心から感謝してい

ます。そしてこれからも皆さんの幸せをお祈りしていま

す。

３年５組 担任 舩木 明夫

まずは卒業おめでとう。

事情があって教職経験年数の少ない私にとって、君た

ちは、全日制高校において担任として接した初めての生

徒でした。この３年間、教師らしいことを言うのは自信

がないので、君たちの３倍以上の年月を生きてきた人生

の先輩として何か伝えられることはないかと思い続けて

きましたが、結局は君たちに教えられる場面の方が多か

ったかもしれない。それでも、社会人としてどうあるべ

きかを一緒に考え続けることができたのは、いつも真摯

に向き合ってくれた君たちがいたからこそであると感じ

ています。

また、自分のクラスを持てたのがよほど嬉しかったの

か、入学以来、何かと理由をつけてはクラスの集合写真

を撮り続け、それを引き伸ばして教室の後ろに飾ったり

してきたけれど、今改めてそれらを見て感じるのは、日

々成長してきた君たちの姿であり、学校生活を心の底か

ら楽しんでいることを思わせる、偽りのない笑顔です。

そしてこの３年間、その笑顔に自分がどれだけ支えられ

てきたことか。君たちと過ごした３年間は、私にとって

これからも大きな財産です。

卒業にあたって、最後に君たちに伝えておきたいのは、

このかけがえのない３年間を共に過ごすことができたこ

とに対する感謝の気持ちです。本当にありがとう。これ

からの人生、体を大切にしながら、どんなに困難な状況

に直面しても、決してくじけずに、自己実現を果たして

いってほしい。そして、いつの日か、満面の笑顔の君た

ちと再会できる日が来ることを心から願っています。

３～４月の行事予定

３月

２日（月） 卒業式

臨時休業
３月２日（月）から春季休業の開始日までの
間。ただし、状況により終期は前後する可能
性があります。

高校入試に伴う登校禁止日
３月４日（水）～１０日（火）、３月１７日（火）

４月（予定）

６日（月） 登校日（２、３年）入学式準備
７日（火） 入学式
８日（水） 始業・対面・離任式 身体計測
９日（木） 新任式、課題テスト（１、２年）

１４日（火） 第１回校内模試（～15日 ３年）
１５日（水） 結核検診（１年）
１７日（金） 短縮授業 特別学習会・進路部長講話（１年）

進研模試（３年）
１８日（土） スタディサポート（１年）

進研模試（３年）
２０日（月） 創立記念日 創立記念式・後援会
２３日（木） 授業公開（５限）

ＰＴＡ総会・学年会・クラス会


